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全
国
か
ら「
氷
業
繁
栄
」祈
願

古
代
以
来
、
皆
が
豊
か
に

な
れ
る
よ
う
に
と
い
う
理
想

を
掲
げ
た
私
た
ち
の
国
柄
始

ま
り
の
奈
良
で
は
、
稲
作
を

中
心
と
し
た
農
耕
を
大
切
に

し
て
豊
作
を
祈
る
氷
室
神
社

が
、
奈
良
市
と
天
理
市
に
鎮

座
し
て
い
ま
す
。
厳
寒
の
氷

の
厚
さ
が
、
そ
の
年
の
豊
作

不
作
を
占
う
重
要
な
目
安
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

奈
良
市
の
氷
室
神
社
は
、

平
城
遷
都
に
伴
い
、
７
１
０

（
和
銅
３
）
年
に
春
日
野
の

氷
池
（
製
氷
施
設
）
や
御
蓋

山
麓
に
営
ま
れ
た
氷
室
（
貯

氷
施
設
）
の
守
護
神
と
し
て

山
麓
に
鎮
座
し
、
平
安
時
代

の
初
め
ご
ろ
に
現
在
地
に
移

さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。豊

か
な
氷
は
、
豊
作
の
証

し
と
し
て
天
皇
に
献
上
し
、

そ
の
お
下
が
り
を
配
り
、
豊

作
を
祈
願
す
る
の
が
献
氷
の

本
来
的
な
意
味
で
す
。
奈
良

時
代
に
編
纂
さ
れ
た
「
日
本

書
紀
」
に
は
、
仁
徳
天
皇

年
に
初
め
て
典
礼
が
行
わ
れ

た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
１
日
に
は
、
全

国
の
製
氷
・
販
売
業
界
関
係

者
が
、
鯛
・
鯉
の
大
型
氷
柱

や
花
氷
を
お
供
え
し
て
、
業

界
の
繁
栄
を
祈
願
し
て
献
氷

祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
大
祭
は
、

月
１
日
で

朝
座
、
渡
御
、
夕
座
の
お
祭

り
の
後
、
夕
闇
が
迫
る
頃
、

篝
火
が
焚
か
れ
る
な
か
舞

楽
奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。

当
社
は
、
平
安
中
期
以
降

明
治
の
初
め
ま
で
、
宮
廷
の

雅
楽
・
舞
楽
を
担
う
近
衛
府

の
官
人
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

八
尾
鈴
子
）

氷
室
神
社
の
本
殿
‖
奈
良
市
で


